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 実験を自動化することができれば，より正確で多くの
データを取ることができ，板にかける圧力といった他の
条件と静電気の帯電量の関係も調べていくことができる。

 MPの吸着量も収束する可能性があるため，MPとガラス
ビーズの吸着量が収束する帯電量の区間を調べる。

 実際の砂浜で吸着除去を行う。

1. 摩擦回数にしたがってPP板の帯電量がどのように上が
るのかを把握する。

2. 空気中の水分量と静電気の帯電量の関係を調べる。

綿・毛・アクリル・ポリエステル・ナイロンの5種類を1回ずつ摩
擦させて30回までの帯電量を測定した。また，布試料とPP板

を収束値に至るまで帯電させた。空気中１㎥あたりに含まれ
る水分量(g)に関しては，環境省の「温度に対する飽和水蒸

気量の変化のデータ」より，測定した温度と湿度から算出し，
収束値に至った際の帯電量と温度，湿度から算出される空
気中に含まれる水分量（g）の関係についてグラフ化する。

＊全ての布試料において摩擦回数30回以降では帯電量の
変化は見られなかった。
1. 5種類の布試料全てにおいて，30回までの間に収束値

に到達しているといえる。PP板の帯電量は摩擦回数が

増えるにつれて近似曲線をとると対数関数に近い形で
増加していき，収束値に至った後はほぼ一定となった。

2. 空気1㎥中に含まれる水分量𝑥と帯電量𝑦の関係は以下

のグラフより，空気中の水分量が減るほど帯電量は増
加する傾向があり，その形は直線形となった。湿度又は
温度が下がれば空気中の水分量が減少するので静電
気の帯電量は増加するといえる。

身近な物の表面状態，湿度，圧力，材質といった条件を変えた時の静電気の帯電量を測定した後，効果的なマイクロプラス
チック除去の方法を探った。

マイクロプラスチック（以下MP）

が海，砂浜など残留し，生態系及び人間へ害を及ぼすこと
が問題になっている。現在砂からMPを分離する方法は，「比

重選別・ろ過・ふるい分け・目視」等が用いられているが，有
効な方法は確立されていない。

静電気の発生状態を調べ，それをもとに静電気を用い
たMPの除去方法を探る。

PP板の帯電量を変えた時，MP及びガラスビーズ（ともに
300 µm）の吸着量（個）をそれぞれ測定し，MPを分離除去
するための最適の帯電量を探る。

PP板の質量を測定した後，実験Ⅰの結果をもとに摩擦回
数を変えながらPP板の帯電量を変化させ，吸着実験を行っ
た。MP（300 µm）をシャーレの上に均一になるように広げ、
シャーレから0.1 ㎝離した状態でPP板をMPに近づけ，吸着
させたのち，PP板の質量を測定した。

左の図において，
青色がMP，オレン
ジ色がガラスビー
ズを表している。

ガラスビーズの吸着量𝑦は帯電量𝑥が0.14 kV程になるまで
は増加した後,ほとんど吸着量は変化しなくなった。MPはほ
ぼ帯電量の増加に比例して吸着量が増加した。

ガラスビーズは誘電率がMPよりも大きいので，吸

着されるにつれて板と粒子間の電場の大きさがよ
り減衰したのではないかと考えらえる。

。

「Simco-Ion 静電気測定器
FMX-004」（写真１参照」）を用い
て測定したポリプロピレン板（以
下PP板、面積 5.5×7.5 cm²）の
電圧（単位kV）を利用した。 写真１ 静電気測定器

布試料を左右に水平移動させて行った。摩
擦は１往復を１回として測定した。

日付・開始時刻・終了時刻・室
温・湿度・荷重・布試料の種類・回数ごとの帯電量を記録し
た。摩擦回数と帯電量の関係は散布図でグラフ化した。

𝑦= 5961.2𝑥

𝑦= 296.32ln(𝑥) + 1071.70
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𝑦 = -0.0498𝑥+ 1.2072
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 静電気の帯電量は摩擦回数が増えるにつれて対数関数に近い形で増加し一定の収束値を持つ
 空気中の水分量と帯電量には負の相関があり，グラフは直線形となる
 MPとガラスビーズは，同体積（直径300 µm球）においては帯電量0.14 kV以上効率良く吸着除去し，分離できる

空気1㎥中に含まれる水分量と帯電量の関係
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